
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

報告報告報告報告１１１１    町有施設町有施設町有施設町有施設のののの有効活用有効活用有効活用有効活用

ＦＭ 

経費の節減

総合的な町有施設の管理手法

に全庁的に取り組むため、「酒

ァシリティマネジメント戦略会議

先進的な取組事例を習得するため

研修会を開催したところです。

現在、町有建築物の保全の

性を簡便な方法により一次的に

アンケートを実施し、その調査結果

また、町ファシリティマネジメントは

設利用効率の最大化と社会情勢

ビスの向上を図ることを目的としており

た「町ファシリティマネジメント推進基本方針

会議での検討等、策定に向け

ントを推進します。 

施設情報一元管理

さらに、町有施設に関する情報

に、施設間でのデータの比較分析

を図るための基礎的な資料を作成

「保全情報システム」を導入し、

引き続き、経営的な視点から

ます。 

 

平成平成平成平成２４２４２４２４年年年年１２１２１２１２

 

有効活用有効活用有効活用有効活用とととと長寿命化等総合的長寿命化等総合的長寿命化等総合的長寿命化等総合的なななな施設管理施設管理施設管理施設管理のののの取取取取りりりり

節減・経営資源の有効活用を図ります

管理手法であるファシリティマネジメントの取組状況

酒々井町ファシリティマネジメント推進委員会」

戦略会議」を設置した後、ファシリティマネジメントの基本的

するため、先進地である佐倉市から講師を招き、

。 

の視点から建物の基本的な性能である安全性

に評価することを目的として、施設管理者である

調査結果をもとに分析をしているところです。 

ファシリティマネジメントは経営的な視点から施設運営に要するコストの

社会情勢の変化への柔軟な対応を図り、健全な行政運営

としており、その基本的な考え方や取り組むべき

推進基本方針」を定めていくため、現在、推進委員会及

け準備中です。この基本方針により全庁的にファシリティ

施設情報一元管理＞データ分析＞基礎資料作成

情報を一元的に管理し、情報の可視化（見える

比較分析を行い、施設管理の最適化を図ることや

作成していくなど日常的な施設管理の円滑化

、基本情報の入力に着手したところです。 

から総合的な合理化を図るためにファシリティマネジメントを

１２１２１２１２月月月月定例定例定例定例議会議会議会議会    行政報告行政報告行政報告行政報告    

りりりり組組組組みみみみ状況状況状況状況についてについてについてについて    

ります 

取組状況として、まず、６月

」及び「酒々井町フ

基本的な知識及び

、職員を対象とした

安全性、環境性及び経済

である関係各課への

するコストの最小化や施

行政運営と住民サー

むべき方策などを示し

推進委員会及び戦略

にファシリティマネジメ

基礎資料作成 

える化）を図るととも

ることや、施設の長寿命化

円滑化を目的として、

るためにファシリティマネジメントを推進し

取取取取りりりり組組組組みみみみ    

状況報告状況報告状況報告状況報告    



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チェルシージャパン

 当アウトレットモールは全国

成２５年４月中旬に「酒々井プレミアム・アウトレット

るところです。 

 出店までの準備状況は、本年

域の生活環境を保持しながら適正

法について適正な配慮を行うことを

が千葉県に提出されました。 

また、８月４日には設置者により

町において届け出内容の縦覧をしたところです

関係機関が

 周辺地域の交通対策としましては

木事務所、佐倉市、八街市、富里市

会社など関係者による「交通対策連絡調整会

議」を組織し、各道路管理者が

全体の円滑な交通対策に向けて

ているところです。 

 今後も、周辺道路の整備など

るため、千葉県をはじめ関係機関

とともに、チェルシージャパン

しては臨時駐車場の確保を進めてもらうな

ど、さらに連携を図って、円滑

できるよう努めます。 
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チェルシージャパン㈱が届出―交通対策や環境へ配慮

全国８カ所で展開しているチェルシージャパン

プレミアム・アウトレット」の開業を目指

本年６月２９日に交通対策や、騒音、廃棄物

適正に出店するために、設置者に対し施設

うことを目的とした「大規模小売店舗立地法

 

により周辺住民に対し説明会が開催され、

をしたところです。 

が連携―交通対策連絡調整会議を組織― 

としましては、千葉国道事務所、千葉県、印旛土木事務所

富里市、酒々井町と出店者である、チェルシージャパン

交通対策連絡調整会

が連携し、地域

けて調整を図っ

など渋滞を緩和す

関係機関に要望する

チェルシージャパン株式会社に対

めてもらうな

円滑な交通が確保

 

プレミアム・アウトレットについてプレミアム・アウトレットについてプレミアム・アウトレットについてプレミアム・アウトレットについて    
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配慮― 

しているチェルシージャパン株式会社が、平

目指し準備を進めてい

廃棄物など、その周辺地

施設の配置及び運営方

大規模小売店舗立地法」に基づく届け出

、１１月１３日まで

 

印旛土木事務所、成田土

チェルシージャパン株式
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－町内業者が行う住宅リフォーム－ 

町民の皆さまの生活環境の向上と町内業者の活性化などを目指して、町内業者が行うリ

フォーム工事について、１０万円を上限とし、工事費用の１０％を補助する「酒々井町住

宅リフォーム補助金制度」を平成２３年６月から開始しました。 

平成２３年度は５７件の交付を行い、今年度は４４件の交付を予定しています。その主

な内容は、屋根や外壁等の修繕・塗装、高齢化に対応したバリアフリー化、台所、浴室及

び便所等のリフォームとなっています。リフォーム工事と併せて治水対策となる雨水抑制

施設を設置する場合は、補助額２万円の上乗せをすることとしていますが、残念ながら実

績はありません。また、本制度では耐震シェルター化の工事も対象としています。 

 

－災害に備え木造住宅の耐震診断と改修工事－ 

「酒々井町耐震改修促進計画」に基づく、地震時における木造住宅の安全性を高め、災

害に強いまちづくりを推進するため、昭和５６年５月３１日以前の耐震基準で建築された

木造住宅の耐震診断及び耐震改修工事にかかる費用について補助する「酒々井町木造住宅

耐震診断費補助金制度」及び「酒々井町木造住宅耐震改修工事費補助金制度」を平成２４

年４月から開始しました。 

補助額は、耐震診断は７万円を上限とし、診断費用の３分の２、耐震改修工事は５０万

円を上限とし、設計・監理・工事にかかる費用の２分の１となっています。 

１１月末時点での交付数は、耐震診断１４件、耐震改修工事１０件で、今年度の実績は、

昨年度に実施した無料耐震相談及び昭和５６年以前に建築された住宅への個別訪問の効果

と考えます。 

酒々井町耐震改修促進計画で目標としている「平成２７年度までに住宅の耐震化率９

０％」までには、平成２３年度から２７年度までに建て替え等の自然更新を除いて、年約

１９８棟の耐震化が必要となりますが、現在は目標棟数より大幅に下回っています。 

来年度も両補助金制度を継続する予定ですので、町民の皆さまに木造

住宅の安全性を高めることへの関心を持っていただくとともに、補助金

制度を活用していただくよう広く周知します。 

なお、本年度の住宅リフォーム補助金と耐震改修工事費補助金の申請

受付は、１１月末で終了しましたが、耐震診断費補助金の申請受付は、

１２月２８日まで行っています。 
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住宅リフォーム補助金制度 

木造住宅耐震診断費補助金制度 

木造住宅耐震改修工事費補助金制度 


